
　ヒトの頭蓋内への血液供給は，左右の総頸動脈から分岐
した内頸動脈経路と鎖骨下動脈から分岐した椎骨動脈経路
の2つがある。また，同じく左右の総頸動脈から分岐した
外頸動脈は，顔面や皮膚へ血液を供給し，体温調節の役割
を担っている。そして，これらの各血管の血流調節は，血
圧，脳自動調節機能，二酸化炭素分圧（CO2 reactivity），
交感神経活動および心拍出量などの生理的要因が関与し，
非常に複雑なメカニズムにより調節が行われていると考え
られる。したがって，様々な生理条件における脳循環調節
を明らかにすることは，複雑な脳循環調節メカニズムを解
明する上で重要となる。
　我々は，暑熱環境下における心拍出量の増加は，内頸動
脈血流量の増加よりも外頸動脈血流量の増加に影響し，外
頸動脈における血管拡張は，心拍出量の増加による頭蓋内
の血流増加を抑制している可能性を示した1）。また，急性
低血圧に対する，内頸動脈と外頸動脈血流量の変化を検討
したところ，内頸動脈血流量は，急性低血圧に対して素早
く安静時まで回復するのに対し，外頸動脈血流量は，安静
時までの回復が緩やかであった。このことから，外頸動脈
の血流量変化には，急性低血圧による頭蓋内血流量低下を
防ぐ働きがある可能性が示された2）。これまでの研究から，
外頸動脈経路には，体温調節以外にも，頭蓋内に適切に血
流を供給するための緩衝作用の役割も担っている可能性が
考えられる。
　一方，高強度のレジスタンス運動により動脈血圧は，
300mmHg以上に上昇することが報告されている3）。この
運動時の昇圧応答が，脳血管に直接影響すると脳血管は，
破綻すると考えられる。実際に，高強度レジスタンス運動
中の頭蓋内出血については，いくつか報告されている
が4, 5, 6），通常，急激な昇圧応答に対しても脳循環の恒常性
は保たれている。このような条件下では，明らかに脳自動
調節機能の上限値を超えているため他の脳血流調節メカニ

ズムが重要役割を果たしていると考えられる。そこで我々
は，レジスタンス運動時の昇圧応答に対して，外頸動脈経
路は頭蓋内に過剰な血液が流入することを防ぐための緩衝
作用の役割があると仮説を立て，レジスタンス運動時の内
頸動脈および外頸動脈血流量を直接測定することから検討
を行った。
　本研究では，随意最大筋力の30％における静的膝伸展
運動を2分間行い，その際に超音波法を用いて内頸動脈お
よび外頸動脈血流量を左右の頸部から同時に測定した。動
脈血圧および心拍出量は，運動開始直後から運動終了時ま
で増加し続けた。内頸動脈血流量は，運動開始直後は増加
したが，運動開始60秒目には頭打ちとなり，その後は定
常状態を維持した。また，内頸動脈の血管コンダクタンス
は，運動終了時に有意に低下していた。一方，外頸動脈の
血流量および血管コンダクタンスは，運動中に有意な増加
がみられた。このことから，動脈血圧および心拍出量の増
加を伴う静的レジスタンス運動中には，内頸動脈の血管収
縮と共に外頸動脈の血管拡張が生じることが明らかとなっ
た。これは，内頸動脈と外頸動脈における異なる血流調節
が，頭蓋内に過剰な血液が流入することを防ぐための保護
メカニズムであることを示唆する。
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